

































本 稿 は 、
論 争 の 中 心 と な っ た 潜



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































話 』 （ 今日の問題社、
一 九 四 三年）二三ー四頁 な ど 。
(5)「水戸学に於ける三宅観瀾の位置と其の影響」
、 『 転 換 期 の 神 道 』 所 収 、
畝傍




花書房、 書 房 、
註
水 戸 学 』 神 道 大 系 編 纂 会 、











(7)名越時正 「 水 戸 藩 に お け る







































































































































































































































































































( 40 ) 前 掲 『日本思想大系四八 (38 ) 同 右 、
三 三 六 頁 。






































近 世史論集』岩波書 店 、
(59)前掲『新註皇学叢書』第十二巻、






( 57 ) 同 右 、
二 五 五 頁 。
参 照 。 三年以降、
垂加 派 と 交 流 す る 中 で 神 器 正 統 論 を 受 容 し て い っ た の で あ ろ う 。
( 48 ) 尾 藤 正 英 は 、














































( 52 ) 同 右 、
二五一頁。

















( 55 ) 前 掲 『 新 註 皇 学 叢 書 』第十二巻、
二 五 二 頁 。
(56)同右、










河野 省 三 も 指 摘 し て いる（『
国
学の研究』大岡 山 書 店 、
一九三四年、
三 四 0 ー ニ 頁 ） 。
(64)拙稿「垂加神道の『古事記』研究
1
神典解釈の問題を中心に」（『國學院
大學研究開発推進機構紀要』七号、
二0一五年三月）を参照。
(65)『日本思想大系五三(66)尾藤の水戸学論については「水
戸学の特質」（『日本
の国家主義ー「国
体」思想の形成』所収、
岩波書店、
二0一四年）を参
照。
初出は前掲『日
本思想大系五三
水戸学』所収。
(60)同右、
二五五ー六頁。
水戸学』岩波書店、
（東京大・院）
一九七三年、
五六頁。
10五頁。
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